
内
部
統
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
た
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み

「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で

「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
報
告
の
統
合
管
理
を

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
報
告
の
統
合
管
理
を

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み

　

近
年
、
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
企
業
は
、
長
期
的
な
価
値
創

造
を
推
進
す
る
た
め
に
意
思
決
定
を

行
い
、
戦
略
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
経
過
や
結
果
を
内
外

に
発
信
・
対
話
し
、
新
た
な
意
思
決

定
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
こ
う
し

た
持
続
可
能
な
価
値
創
造
の
プ
ロ
セ

ス
を
、
よ
り
確
実
に
実
行
し
て
い
く

た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
と
な

る
も
の
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
、
企
業
が
達
成
す
べ

き
目
的
を
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

「
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
」
の
３
点
に
分
類
し
て
い

る
。
企
業
の
持
続
可
能
で
長
期
的
な

価
値
創
造
は
、
こ
の
三
つ
の
目
的
分

類
と
統
合
的
に
結
び
付
き
、
企
業
の

取
り
組
み
を
明
確
に
す
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
定
義

さ
れ
て
い
る
五
つ
の
構
成
要
素
（
図

表
１
）
か
ら
成
り
、
そ
の
構
成
要
素

ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
原
則
」

と
、
そ
の
原
則
の
「
着
眼
点
」
を
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
適

用
す
る
場
合
の
考
え
方
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
原
則
と
着
眼
点
を
実
務

に
落
と
し
込
む
際
の
参
考
と
な
る
事

例
や
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
も
「
イ
ン
サ

イ
ト
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

企
業
が
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
適
用
す
る
場

合
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
参
照
し
、
原

則
と
着
眼
点
を
企
業
の
実
態
や
目
指

す
姿
に
応
じ
て
具
体
的
に
落
と
し
込

み
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
構
築
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業

の
目
的
の
達
成
を
促
進
し
、
長
期
的

ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会
支
援
組
織
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
、
注
１
）
は
今
年
３
月
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

報
告
に
関
す
る
効
果
的
な
内
部
統
制
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
注
２
）
を
公
表
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
が
公
表
し
て
い
る
「
内
部
統
制
の
統
合
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
、
注
３
）
を
ベ
ー
ス
と

し
て
お
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

梶
原
俊
哉

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

吉
村
拓
人
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サステナビリティー報告の統合管理をサステナビリティー報告の統合管理を

な
価
値
創
造
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
理
解
す
る
上
で 

重
要
な
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
構
成
は
図
表
２
の
と

お
り
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
理
解
す

る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
五
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
（
注
４
）
に
も
併
記
さ
れ
て
い

る
「T

rust

」
と
「C

onfidence
」

で
あ
る
。Trust

は
、
長
期
的
な
価

値
創
造
に
不
可
欠
な
企
業
内
外
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
、

C
onfidence

は
、T

rust

構
築
の
前

提
ま
た
は
礎
と
な
る
企
業
の
取
り
組

み
、
お
よ
び
そ
れ
を
表
現
す
る
情
報

の
信
頼
性
と
い
え
よ
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ

は
、
こ
の
二
つ
を
確
保
し
、
企
業
の

長
期
的
な
価
値
創
造
を
推
進
す
る
枠

組
み
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
は
、
図
表
３
の
と
お
り
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
用
語

が
定
義
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」「
Ｅ
Ｓ

Ｇ
」
と
い
っ
た
用
語
は
、
一
般
に
認

め
ら
れ
た
正
確
な
定
義
が
な
い
た
め

慣
習
的
に
使
用
さ
れ
、
混
同
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
各
企
業
に
お
い

て
前
述
の
用
語
の
定
義
を
明
確
に
す

る
こ
と
は
、
企
業
自
身
お
よ
び
企
業

内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し

て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る

取
り
組
み
へ
の
一
貫
し
た
視
点
を
提

供
す
る
。

　

第
三
に
、
従
来
の
財
務
報
告
と
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
報
告
と
の
相
違

点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
図
表
４
に

示
す
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
違
い
を

説
明
し
て
お
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
報
告
は
従
来
の
財
務
報
告
に
比

し
て
「
影
響
」「
定
性
／
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
」「
将
来
予
測
」
の
属
性
が
強
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
の
財
務
報
告
は
、
企
業
お
よ

び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
特
に
投
資

家
）
の
意
思
決
定
の
た
め
の
重
要
な

情
報
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
用
い

ら
れ
、
内
部
統
制
や
外
部
監
査
な
ど

情
報
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
態
勢
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
情
報
は
、
確

実
性
や
有
用
性
、
品
質
の
点
で
、
従

来
の
財
務
報
告
と
同
水
準
に
な
い
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
財
務
報
告
と

の
違
い
を
考
慮
し
、
財
務
報
告
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
情
報

の
信
頼
性
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は

〔図表１〕 ＩＣＩＦにおける目的の３つの分類／ 
５つの構成要素／企業の組織構造

〔図表２〕 ＩＣＳＲを構成する主なセクション
①定義
ＩＣＳＲを理解する上で必要不可欠なサステナビ
リティーに関する重要な用語の定義が説明されて
いる。
②推奨事項
ＩＣＳＲに基づく五つのアクションポイント、企業
内外にもたらすベネフィット等が説明されている。
③背景
財務報告との相違点、サステナビリティーに係る
情報に関する課題等が説明されている。
④ＩＣＩＦのサステナビリティーへの適用
ＩＣＩＦで定義されている「構成要素」「原則」「着
眼点」をサステナビリティーに対して適用する際
の考え方が示されている。
⑤主要な10の留意事項
ＩＣＳＲの適用に当たっての10の留意事項が説明
されている。
（出所）　ＩＣＳＲをもとに筆者作成（図表３も同じ）。

〔図表３〕 サステナビリティーに関する 
用語の定義と例

①Sustainability
将来世代のニーズを満たす能力を損なうことなく、
現在のニーズを満たすこと
②Sustainable business
組織の長期的な存続を実現すると同時に、組織の
目的を達成するための資源を提供し、すべてのス
テークホルダーの期待に応える価値を提供するた
めに行う活動および取引
③Sustainable business informationおよび
　Sustainable business reporting
上記「Sustainable business」に係る活動および取
引を反映したデータまたは情報
④Sustainable business management
上記「Sustainable business」に係る活動と報告を
指揮監督する手段

（出所） 　ICIF Executive Summaryを踏まえて筆者作成。

企業の
組織構造

目的の３つの分類

５つの構成要素
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有
用
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
基
づ
く
五

つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
パ
ー
パ
ス
を
述
べ

る
こ
と
で
誠
実
さ
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
、

②
目
的
を
決
定
す
る
、
③
リ
ス
ク
を

識
別
し
評
価
す
る
（
お
よ
び
機
会
を

検
討
す
る
）、
④
統
制
活
動
を
識
別

す
る
、
⑤
有
効
性
を
評
価
す
る
│
│

の
５
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
企
業

お
よ
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要

な
意
思
決
定
の
た
め
の
情
報
で
あ
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
情
報

に
つ
い
て
、
前
出
のTrust

とC
on-

fidence

を
確
保
す
る
た
め
の
出
発

点
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

五
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
重
要
な
側

面
で
あ
る
「
誠
実
さ
」
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
（
前
出
①
）
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
基

づ
く
内
部
統
制
構
築
ア
プ
ロ
ー
チ

（
②
〜
⑤
）
に
大
別
で
き
る
。
ガ
バ

ナ
ン
ス
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
広

く
認
知
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
視
点
を
組

み
入
れ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
構
築

す
る
こ
と
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効

性
と
説
得
性
を
担
保
す
る
の
に
効
果

的
と
い
え
る
。

　

第
五
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
締
め
く
く

り
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
主
要
な

10
の
留
意
事
項
で
あ
る
。
有
効
な
ガ

バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
構
築
す
る
に
は
、

17
の
原
則
が
企
業
ご
と
に
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
さ
れ
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る

た
め
の
「
組
織
構
造
」「
役
割
」「
責

任
」
を
設
計
す
る
際
の
３
ラ
イ
ン
モ

デ
ル
（
注
５
）
の
有
用
性
な
ど
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
検
討
開

始
点
と
し
て
、
論
点
を
整
理
す
る
の

に
有
用
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
適
用
に
よ
る 

三
つ
の
効
果

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
適
用
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
を
企
業
に
も
た
ら
す
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
着
目
し

た
い
点
を
３
点
述
べ
る
。

　

１
点
目
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
取
り
組

み
の
連
結
環
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係

る
取
り
組
み
は
非
常
に
広
範
で
あ
り
、

相
互
に
影
響
し
、
継
続
的
に
変
化
し

て
い
る
。
そ
れ
を
確
実
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
各
種
取
り
組
み
を

体
系
的
・
統
合
的
に
整
理
し
、
全
体

と
個
別
の
両
視
点
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
効
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

企
業
は
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
基
づ
き
、
企
業

の
実
態
お
よ
び
目
指
す
姿
に
応
じ
て

具
体
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
要
件
を
設
定

す
る
こ
と
で
、
実
効
性
あ
る
ガ
バ
ナ

ン
ス
態
勢
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
構
成
要
素

は
３
ラ
イ
ン
モ
デ
ル
の
考
え
方
と
整

合
し
て
い
る
。
こ
の
枠
組
み
に
基
づ

い
て
各
種
取
り
組
み
を
整
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
１
線
、
２
線
、
３
線
お

よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
期

待
役
割
が
明
確
に
な
り
、
機
能
発
揮

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

２
点
目
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
推
進
の
共
通
言
語

に
な
り
得
る
。
企
業
が
長
期
的
な
価

値
創
造
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
一
体
的
に
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
認
知
さ
れ
た

枠
組
み
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る

内
部
統
制
報
告
制
度
（
Ｊ－

Ｓ
Ｏ

Ｘ
）
に
も
そ
の
考
え
方
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
取
引
先
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
枠
組
み
を
受
け
入
れ
や

す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

枠
組
み
を
共
通
言
語
に
、
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
一
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
に
係
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
構

築
で
き
れ
ば
、
企
業
の
長
期
的
な
価

値
創
造
プ
ロ
セ
ス
は
よ
り
強
固
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

３
点
目
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
適

用
は
、
非
財
務
情
報
と
財
務
情
報
の

統
合
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
に
つ
な

が
る
点
を
挙
げ
る
。
企
業
自
身
お
よ

び
企
業
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
、
企
業
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
に
係
る
取
り
組
み
を
適
切
に
把

握
し
評
価
す
る
た
め
に
は
、
非
財
務

情
報
と
財
務
情
報
の
双
方
が
必
要
で

〔図表４〕 財務報告と異なるＥＳＧ報告の 
３つの属性

（出所） 　ＩＣＳＲのFigure B-9を筆者が和訳。

支配
↓
影響

境界 判断 期待と見積もり

定量
↓

定性／
ナラティブ

過去
↓

将来予測
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サステナビリティー報告の統合管理をサステナビリティー報告の統合管理を

あ
り
、
ま
た
、
両
者
の
つ
な
が
り
も

重
要
と
な
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
情

報
を
構
成
す
る
非
財
務
情
報
と
財
務

情
報
に
対
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を

統
合
的
に
構
築
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

ら
の
情
報
の
信
頼
性
を
効
果
的
か
つ

効
率
的
に
確
保
す
る
こ
と
に
寄
与
す

る
。
多
く
の
企
業
は
、
財
務
情
報
に

対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
と
整
合
的
に
構
築
し
て
い
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｒ
の
適
用
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
考
え
方

を
基
礎
に
し
た
非
財
務
情
報
と
財
務

情
報
の
統
合
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢

の
構
築
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

全
社
レ
ベ
ル
と
業
務
レ
ベ
ル
の 

２
階
層
で
適
用
せ
よ

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
よ
っ
て
、
企
業
の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
推
進
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
汎

用
的
な
枠
組
み
を
提
供
し
て
い
る
た

め
、
企
業
の
実
態
お
よ
び
目
指
す
姿

に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
企
業
の
価
値
創
造
プ
ロ

セ
ス
や
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
優
先

す
べ
き
重
要
課
題
）
と
い
っ
た
、
事

業
な
ど
に
関
連
付
け
た
、
企
業
独
自

の
具
体
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
要
件
を
設

定
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

多
く
の
企
業
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
を
推
進
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
要
件
の
設
定
で
は
、
他

社
の
取
り
組
み
、
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル

先
進
事
例
を
参
考
に
す
る
の
も
有
益

で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
「
全
社
レ
ベ

ル
」
と
「
業
務
レ
ベ
ル
」
の
二
つ
の

階
層
で
適
用
し
て
い
く
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
。

　

全
社
レ
ベ
ル
で
適
用
す
る
の
は
、

グ
ル
ー
プ
共
通
、
部
門
共
通
の
施
策

で
あ
り
、
経
営
者
に
よ
る
パ
ー
パ
ス

に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
表
明

や
人
的
資
本
戦
略
の
策
定
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
構
成
要
素

で
は
、「
統
制
環
境
」「
リ
ス
ク
の
評

価
」「
情
報
と
伝
達
」「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
が
主
に
該
当
す
る
。

　

業
務
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
特
定

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
内
部
統

制
の
構
築
や
内
部
報
告
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
設
定
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｒ
の
構
成
要
素
の
「
統
制
活
動
」
が

主
に
該
当
す
る
。

　

全
社
レ
ベ
ル
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
と
業
務
レ
ベ
ル
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
の
両
方
向
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
施
策

を
講
じ
る
こ
と
で
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
企

業
内
に
浸
透
し
、
実
効
性
が
一
層
高

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

企
業
は
、
環
境
変
化
に
対
応
し
て

企
業
経
営
全
体
を
更
新
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
に
係
る
取
り
組
み
は
日
々
発

展
し
て
お
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
も
、

こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
軸
と
し
て
取
り
入
れ
、
企
業
独

自
の
具
体
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
要
件
を

設
定
し
て
実
行
し
、
企
業
自
身
の
取

り
組
み
や
企
業
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
期
待
の
変
化
に
応
じ
て
更

新
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
企
業
の
長
期
的
な

価
値
創
造
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
を
統
合
的
に
捉
え
、
変
化
に
対

応
し
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
推
進

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
ガ
バ
ナ

ン
ス
態
勢
の
核
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

（
な
お
、
文
中
の
意
見
に
関
す
る
部
分

は
筆
者
の
私
見
で
あ
り
、
監
査
法
人
ト

ー
マ
ツ
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
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５　

２
０
２
０
年
７
月
に
内
部
監
査

人
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）
が
公
表
し
た
強

力
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
管
理
を

促
進
す
る
モ
デ
ル
。
事
業
部
門
（
第

1
ラ
イ
ン
）、
管
理
部
門
（
第
２
ラ

イ
ン
）、
内
部
監
査
（
第
３
ラ
イ
ン
）

の
役
割
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

か
じ
わ
ら　

し
ゅ
ん
や

公
認
会
計
士
。
金
融
機
関
に
対
す
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
や
会
計
に
関
連
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
幅
広
く
従
事
。

よ
し
む
ら　

ひ
ろ
と

公
認
会
計
士
。
金
融
機
関
に
対
す
る

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
導
入
支
援
業
務
や
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
関
連
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
に
従
事
。
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